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立
命
館
慶
祥
高
校
の
活
動
報
告

◉
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
至
る
ま
で

慶
祥
高
校
と
２
０
１
７
年
よ
り
連
携
し
、
と
も
に

国
際
共
同
課
題
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
上
げ
て
き

た
タ
イ
の
プ
リ
ン
セ
ス
・
チ
ュ
ラ
ポ
ー
ン
・
サ
イ
エ

ン
ス
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・
パ
ト
ゥ
ム
タ
ー
ニ
ー
校

（
Ｐ
Ｃ
Ｓ
Ｈ
Ｓ
Ｐ
）
と
の
交
流
が
２
０
１
９
年
も
実

施
さ
れ
た
。
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
慶
祥
の
み
な

ら
ず
、
札
幌
開
成
・
札
幌
南
・
札
幌
藻
岩
・
Ｉ
Ｃ
Ｕ

高
校
か
ら
の
賛
同
が
あ
り
、
５
校
・
15
人
の
日
本
人

生
徒
が
参
集
し
た
。
一
方
、
タ
イ
側
で
も
、
複
数
校

合
同
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
触
発
さ
れ
、
Ｐ
Ｃ
Ｓ
Ｈ
Ｓ

Ｐ
10
人
に
加
え
て
テ
ー
プ
シ
リ
ン
・
パ
ト
ゥ
ム
タ
ー

ニ
ー
高
校
か
ら
２
名
が
合
同
で
参
加
し
て
い
る
。
参

加
生
徒
達
は
夏
頃
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
連
絡
を
取
り
合

い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
興
味
を
持
つ
研
究
テ
ー
マ
を
提
案

し
合
い
な
が
ら
、
５
つ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
を
決
め
、

中
身
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
進
め
て
き
た
。

本
研
修
の
１
〜
２
日
目
は
東
京
で
の
研
修
と
な
り
、

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
で
の
研
修
、
Ｉ

Ｃ
Ｕ
高
校
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス

の
見
学
な
ど
を
実
施
し
た
ほ
か
、
こ
れ
か
ら
の
科
学

技
術
の
〝
ミ
ラ
イ
〞
を
考
え
る
日
本
科
学
未
来
館
で

大
い
に
刺
激
を
受
け
て
き
た
。

◉
札
幌
で
共
同
研
究
・
実
習
活
動

３
〜
５
日
目
の
メ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
軸
は
、
テ

ー
マ
毎
に
集
ま
っ
た
タ
イ
人
・
日
本
人
混
合
で
グ
ル

ー
プ
で
の
共
同
研
究
で
あ
る
。
各
グ
ル
ー
プ
と
も
中

間
発
表
ま
で
を
目
指
し
て
の
デ
ー
タ
の
収
集
や
、
今

後
の
展
望
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
没
頭
し
た
。

（
な
お
、
最
終
発
表
は
翌
年
２
月
の
タ
イ
訪
問
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
て
行
っ
た
。
）

今
回
揃
っ
た
研
究
テ
ー
マ
は
、
「C

om
parison	

of	Properties	betw
een	T

hai	and	Japan	
N
epenthes

」
「T

he	Study	of	Burned	Scallop	
Shell	Properties	to	Cure	the	M

osquito	Bite	
in	H

u
m
an

」
「C

E
F
R	W

ord	G
am
es

」

「M
edical	H

ydrogel

」
「Study	of	Sound	

Q
uality	from

	Bam
boo	Instrum

ent

」
の
５
つ

で
あ
る
。

研
究
活
動
の
他
に
も
、
長
沼
中
央
農
業
試
験
場
で

農
薬
や
品
種
改
良
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
、
特
に

植
物
関
係
の
研
究
を
進
め
る
生
徒
達
に
刺
激
に
な
っ

た
。
ま
た
、
タ
イ
・
日
本
教
員
合
同
で
の
原
子
に
関

す
る
特
別
授
業
や
、
慶
祥
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
英
語
教
員

（
元
は
筋
金
入
り
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
）
に
よ
る
地
震
と

構
造
設
計
の
講
義
な
ど
、
参
加
校
そ
れ
ぞ
れ
の
教
諭

陣
の
専
門
性
を
生
か
し
た
、
充
実
し
た
レ
ク
チ
ャ
ー

が
用
意
さ
れ
た
。

６
〜
７
日
目
は
、
北
海
道
大
学
に
お
け
る
研
修
、

そ
し
て
共
同
研
究
の
中
間
発
表
と
続
い
た
。
北
海
道

大
学
で
は
、
晴
れ
空
の
下
、
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を

散
策
し
、
総
合
博
物
館
で
貴
重
な
資
料
や
最
先
端
の

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰 〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰〰〰〰〰

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
』友
情
と
感
激

第
218
回

＝
特
別
シ
リ
ー
ズ
＝

※
現
在
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
の
た
め
、
今
年
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
を
延
期
し
て
い
ま
す
。

東京大学研修にて

福田貴之
（立命館慶祥高校理科教諭・
SSH推進機構副機構長）
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研
究
展
示
に
目
を
輝
か
せ
た
。
そ
し
て
、
充
実
の
体

制
で
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
低
温
科
学
研
究
所
で
は
、

氷
河
と
海
氷
に
つ
い
て
の
講
義
と
、
低
温
科
学
の
意

義
に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
、
こ
の
研
究
が
い
か
に
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
地
球
規
模
の
学
問
で
あ
る
か
を
知
っ

た
。
さ
す
が
理
数
の
基
礎
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
生

徒
達
だ
け
あ
っ
て
、
講
師
の
先
生
の
問
い
か
け
に
も

し
っ
か
り
考
え
て
答
え
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

南
極
や
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
の
氷
河
観
測
の
装
備
の

紹
介
、
マ
イ
ナ
ス
15
度
、
そ
し
て
マ
イ
ナ
ス
50
度
の

冷
凍
室
で
保
存
さ
れ
て
い
る
南
極
の
氷
を
目
の
前
で

見
る
な
ど
、
初
め
て
だ
ら
け
の
体
験
だ
っ
た
こ
と
だ

ろ
う
。
普
段
の
課
題
研
究
で
、
そ
の
研
究
が
ど
の
よ

う
に
役
立
つ
か
、
ま
た
応
用
で
き
る
か
と
い
う
こ
と

を
重
視
し
て
い
る
タ
イ
生
徒
達
の
目
に
は
、
地
球
上

の
真
水
の
分
布
や
球
温
暖
化
の
問
題
な
ど
に
直
結
す

る
本
研
究
所
の
取
り
組
み
は
、
興
味
深
く
新
鮮
に
映

っ
た
に
違
い
な
い
。

最
終
日
も
、
息
つ
く
間
も
な
く
各
研
究
グ
ル
ー
プ

の
発
表
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
デ
ー
タ
収
集
と
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
準
備
を
行
っ
た
。
各
グ
ル
ー
プ

の
発
表
後
に
は
先
生
方
か
ら
の
掘
り
下
げ
た
質
問
が

飛
び
交
い
、
生
徒
か
ら
の
疑
問
提
起
や
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
も
続
い
た
。
こ
の
点
こ
そ
が
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
身
に
つ
け
た
い
ス
キ
ル
で
あ
り
、
「
英
語
で
、
サ

イ
エ
ン
ス
に
つ
い
て
、
研
究
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
す
る
力
」
を
磨
く
こ
と
で
、
生
徒
達
の
活
躍

の
舞
台
は
グ
ロ
ー
バ
ル
た
り
え
る
の
だ
。

◉
プ
ロ
グ
ラ
ム
成
果
と
今
後
の
展
望

今
回
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
慶
祥
の
サ
イ
エ
ン
ス

教
育
は
さ
ら
に
大
き
な
可
能
性
を
広
げ
、
ま
た
生
徒

達
の
豊
か
な
人
生
へ
と
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
る
。
半
年
を
か
け
、
遠
隔
地
で
の
議
論

お
よ
び
協
働
と
、
単
発
の
実
習
で
は
な
い
共
同
研
究

活
動
を
具
現
化
し
た
冥
利
は
、
生
徒
に
と
っ
て
も
学

校
に
と
っ
て
も
大
き
い
。
中
間
発
表
で
は
日
本
生
徒

か
ら
の
質
疑
応
答
は
稀
で
あ
っ
た
が
、
最
終
発
表
で

は
タ
イ
生
徒
・
日
本
生
徒
と
も
に
議
論
へ
の
参
加
度

合
い
が
増
し
た
。
こ
れ
は
、
テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
を

学
ぶ
こ
と
で
英
語
で
の
議
論
へ
の
抵
抗
が
下
が
っ
た

と
い
う
効
果
も
示
唆
し
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
の

工
夫
と
し
て
は
、
研
究

テ
ー
マ
に
即
し
た
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
特
別

授
業
を
設
定
す
る
こ
と

で
参
加
生
徒
の
研
究
へ

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
た
点
や
、
両
国
教

員
が
合
同
で
英
語
の
授

業
を
開
講
す
る
こ
と
で

英
語
の
運
用
を
奨
励
し

た
点
が
功
を
奏
し
た
。

翌
年
２
月
の
タ
イ
訪

問
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
後
、

コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ

な
が
ら
も
、
各
グ
ル
ー

プ
の
生
徒
達
は
研
究
ジ

ャ
ー
ナ
ル
を
完
成
さ
せ

た
。
ま
た
、
あ
る
グ
ル

ー
プ
は
タ
イ
の
高
校
生

科
学
雑
誌
へ
の
寄
稿
を

予
定
し
て
い
る
ほ
か
、

現
地
で
の
サ
イ
エ
ン
ス

フ
ェ
ア
へ
再
び
合
同
成

果
発
表
に
赴
く
な
ど
、

継
続
的
な
交
流
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、

生
徒
の
「
英
語
の
運
用

能
力
の
向
上
」
等
の
評

価
指
針
に
つ
い
て
よ
り

明
確
化
し
つ
つ
、
参
加

生
徒
の
科
学
リ
テ
ラ
シ

ー
、
国
際
性
を
高
め
る

教
育
実
践
と
し
て
よ
り

磐
石
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

と
深
化
さ
せ
た
い
。

ネイティブ教員による授業（地震・揺れと構造設計）

共同研究活動

修了式を終えて記念撮影

実験機器について勉強中




